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（要   旨）  

都下に普及している開放ケージ鶏舎の夏季における産卵率の低Fと軟便防止を図るため盛会   

の断熱化を試み一応の成果を得たれ今回は，きらに過去の知見で得た簡易無想鶏舎でのト地   
下トンネル内冷気送風による簡易冷房の効果を知るため，舎内の気象と産卵他に関する試験を   

行った。l．地下トソネル内の気温の目変化は，外気温の日変化と同じ傾向で変化し，早朝   

（午前5時頃）が最低で，ほとんど外気湿と等しく．日の出とともに上昇するが，その上昇率   
ほ，外気湿に比べて小さく時刻の経過とともに気温差が大きくなり一午後1時を中心とする最   

高気温時には，外気温に比べて約7Dc低くなり，日中における外気の冷却効果を認めた。2・   
地下トソネルで冷却された外気を舎内に送風した結果．試験区は断熱構造の効果とあいまって，   

対照区に比べ，外気温の高い昼間において常iこ舎内気温を低く保つことができ，その効果を認   
めた。3．気湿は，試験区が相対湿度は75～82％，絶対湿度は0．02～0．022短／柏で舎外∴対照   

区と比べて最も高く，外気温の高い昼間における相対湿度は対照区に比べ約10％，舎外に比べ   
約15％，絶対湿度でほ両者に比べ0．001～仇002喝／k9高かったが，気湿は気温．換気立とも関   

係が深く，トンネル内冷気の送風には換気最も考慮する必要がある。4．風速はトソネル内で   

は，1．2～1．5m／s∝ とほぼ一定で，舎内に送風した場合，連続して11¶／sec以上の凪が直接   

鶏体に当った場合は，産卵率の低下をみたが，0．2～0．7m／まCの送風ほ，鶏の産卵，舎内の換   
気．軟便の防止に良い影響を与えた。以上のことから．舎内への地下トソネル内冷気の送風   

は，舎内気粗の低下，通風の改善，軟便の防1L産卵に対して良い影響を与えたと考えら九るd  

衝化された区域内での未発が，その地域社会と共存調和  

し．生産性を高める鶏舎構造の確立を目的とした資料を  

得るためのもので，今回ほ昭和亜年度と昭和49年度の夏  

季における地下トンネル内冷気の送風による舎内の気象  
と，産卵性虹関する予備試験について報告する。  

試験材料および方法  
1．鶏舎の概要   

試験に使用した鶏舎は，当場数地内の南側の高台に世  

直しており，表1に示した原型の鶏舎を昭和47年夏に囲  

1に示すように改造し，さらに，試験鶏舎は昭和48年  

夏これを図2に示すようにベニヤ板で仕切り，試験区  

（28・35d）と試験舎（62．37d）に分けるとともに．図2，  

針に示した冷暖房用の地下トンネルと送風装置を設置し  

ま え が き  

筆者らは．昭和44年から昭和47年にかけて，都下の採  

卵養鶏場の間に最も普及している，開放式ケージ鶏舎の  

晩秋から早春にかけての産卵率の低下と夏季の軟便防止  
のための防泉 防暑を目的とした断熱材利用忙よる簡易  
無窓化を試み，その結果を報告した1）。   

昭和48年以降その結果を参考にし，地下にトンネルを  

設け，外気をこのトンネルの中忙導き，土との接触によ  

る熱交換で冷却された外気を，送風機と送風管を用いて  

鶏舎内に送り込み，安価な鶏舎内冷暖房の方法と効果に  

ついて検討するとともに．臭気．塵挨飛散の防止 舎内  

細菌数，鶏糞の舎内予備乾燥などについて絢査した。市  

＊東京都畜産試験場浅川分場 八王子市東浅川546－1   
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表1 試験鶏舎と対照親舎の概要  

項巨  貴 命  
収容能力  
型  式  

血  
【Ji 幅・長 さ  

対 照 難 舎   

末三 に 同 じ  
ノケ  

試 験 鶏 舎  

イ16羽  

敬 二ぎit 鉄 骨  
（スライデソグモ  
ニター式）  

90．72ポ  

6．3×14．4m   

捧31カラー（赤）  
波 形 鉄 板  
ハード・ボード  
（厚さ5m）  

屋根材   

断熱材  

掃  

勾 配F3  寸  
（圃1に示す改造を実施）  

h←Jユ〕  

図2 冷暖房用土中トンす／し11エ面図及び送風管設『亡  

園（酢杜m）  
ケージの」ヒナ段・2段・8列  

配 列i（潤謂）  
′′  

腰上：ガラス窓 腰下；板無双 左に同じ  

東西壁いレー→‾マイト・サラ  
≒ ン  
（外壁）  

南北壁♯31カラー（緑）  
∴波形鉄板  
（内壁）  

ノ、－ド・ボード  

毒（厚さ5仙l）  

憎冒l間の出入ロ  

（図lに示す改造を栗施）  

L実13 冷暖房用■■卜中トンネル断面図（附加m）   

ナ＝。   

また，昭和49年夏には，対照鶏舎にもペニー㌣板で仕切  

りを設け，対照区（2835rd）と対照舎（62．371据）を設  

け試験を実施した。  

2．環境測定の項目・方法  

（1）測点は測定項日や試験年度により若1二ことなるの  

で，その都度図により示す。  

（2）気温．気滞については，ガ豊笑気象綜合記録装置（飯  

尾電機㈱・AMR－1701型），オ【ガスト乾湿計，熱線式  

風速計（打身電機製作補償・S－101型）を佼用L測定  

した。  

（3）輌射熱については，異様寒暖計を使用し測定した。  

（4）風速については，農業気象綜合記録紫綬と熱線式風  

速計を使用し測定した。  

（5）風向，換気輪道については，線香の煙により観測し  

■∴  
（6）鶉ふんの水分については，赤外線水分計（ケット科  

学研究所製・F－1B判）を使用し測定した。  

3・送風装瞑   

強圧換気扇（日本ポートリー㈱製・羽根径：50em，送  

風量：255J／分）とどニール送風管（管径：55e叫 吹出  

口径：9（州，吹出口間隔90珊）を用いて掻夜連続運転し  

た。   

■7lr√ β卜【】温，＋i塑一＋⊥瑚  

こ平 暦 1二  

図1 難舎構造憫（準位㈹）  
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8／4（咽）  8／5（薄雲より魯）  （8）  

1時3 5 7 9】113】51テ1ウ 2123：咋3 5 7 ウ11】3151719 21フ3（時）  

阿5 気温の口内変化（昭和49年）  

試験裾果および考察  
1．気 温   

昭和47年までに実施してきた免舎桃造の簡易無窓，断  

熱化に加え，昭和48年からは．図2，3に示すように冷  

暖房用の地下トンネルを作り，これに外気を喝入し，土  

俵との間で両者の温度靂を利用して熱交換を行なったの  
ち，冷却された外気を送風装置を用いて，試験区に送り  

込み，対照区（昭和48年は対照舎），との間の差異書こつ  

いて試験した。  

（1）トンネル内の気温   

昭和48年の試験では図3にホす測点㊤（外気温），蘭  

（トンネル中間），⑥（トンネル円空気噴出口）では，  

送風機の非稼働時，外気温の上昇にともない，各l軋点の  

気温も上界し，各測点聞の気温差および＠と他の7札点間  

の気温掛ま徐々に広がり，日中蝦高気温時（12～14時）  

には，⑧で3・20c，◎で5．4UC：みより低い値を示した。   

送風機を稼働し，1日1仙 午前11暗から15分F詩H二小  

牧水を実施した場合でも，気温の日変化の頼向は 非稼  

働時と同様で図4に示すとおり，試験した2日間におけ  

る日中最高気温時に⑧で3．70cと8・70c，⑤で6．20cと  

7．1ロC㊤に比べて低い値を示した。また，昭和49年の試  

写奏では，囲5に示すように，日変化の一般的な厭l和ま前   
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年と同様であったが，⑧と⑥の間の気温差は．昭和朋年  

の試験でほ最高20c位あったものが，昭和49年の試験  

ではほとんど同じ気温を示し．日中最高気温暗における  

㊤と（診，◎の間の気温差は，2El間の試験で⑧，◎は④  

に比べて6．90c，7．50c低く．この両年の各2日間．計  

4日間の成績を平均してみると，⑧においては6．60c．  

◎においては6．90c㊤に比べて低い成績を得た。   

また，（卦の降下にしたがい．各測点間の気温差はちぢ  

ずり，昭和48．49年各2日間，計4日間の試験では，早  

朝（午前5時）の最低気温時には各沸点ともおおむね同  

温度（2l．2qC～22．30c）を示し，この傾向は試験期間  

中同様であった。   

昭和48年，49年の試験結果の主な違い札 所述したと  

おり（塾，◎聞の気温差で昭和亜年は両者の問に日中政商  

気温で最大20c位あり，（診が◎よりも常に高湿であっ  

たが，昭和49年には⑧，⑥間の湿度掛まほとんどなく，  

口内の温度振幅も昭和48年の8′－90cに比べ50c前後  

と小きくなり，最高気泡も外気温が両年とも同じような  

傾向を示しているにもかかわらず，昭和48年の300cに  

比べて，49年は270cとなっている。この原因は明確に  

は分らないが，トソネ／レ内の土壌の状態（主として土壌  

の密度，湿度）が設俊直後の昭和亜年に比べ，一年間の  

歳月を経て均一化され 安定した状態になったためと推  
察される。   

また，トンネル内の最低気温が夏季200c前後になる  

のは，地下2mの鶏舎床下の地温が当地でおおむね15C  

Cと一定であり，外気温の最低が220c前後であること  

から考え，外気より低温の土壁が．熱を吸収し（当地の  

土壌の種猥・性質，穴の探さ・表面積・容軋 空気の通  

過時間，外気温などとの閑適で）おおむね200c前後に  

まで外気が冷やされるものと推察されるが，今後この空  

気と土の熱交換の関係についての解明が必要と考える。   

なお，地温の日変化，年変化の及ぶ探さは，土壌の条  

件などにより一概には云えないが，井上ら2〉によると，  

日変化は地下40～50emまでで60cm以上はほとんど変化  

せず，年変化では7～20mまでとしており，8月の地‾F  

l．2mでは22～24Oc，3mでは15～16Ocの実測値を  

告していることと当場鶏舎床下Zmの地温から考えて  

も．地下約2mのトンネル内では200c前裸の気温はj東  

常の倍と考えられる。   

また，散水ほ，日中気温の蹟も高くなる時刻に合せて  

導入外気の冷却力を増強する目的で毎分20βの水を圃3  

に示す2木の散水′くイブを用いて昭和48年にほ午前11崎  

から15分間1回，49年には午前11時と午後1時の2回そ  

九ぞれ30分間実灘した。その結果は図4，およぴ6に示  

6 7 8 ウ 10 工】1Z13 川】5】61718  

図6 トンネル内放水による気温の変化（49年）  

すとおり非散水時に比べて】軋点⑧で7”80c，◎では  

1～20c低くなっている。そして，この散水の効果ほ  

15分1回の場合は⑥で約2′｝3時間，◎で約1時間，2  

時間間隔の30分2回の場合は⑧で約5時一瓢 ◎で散水時  

ごと1～2時間持続した。しかし，同じ†ソネル内で同  

一条件で散水したにも拘わらず，⑧，⑥の間iこ50c前  

後もの大きな冷却カの差が生じたことは不自然で．次項  

の舎内気温の項で検討を加える食内気温への散水効果が  
明らかでないことなどからこの場合は，散水された水が  

測点⑧の気温測定用ビニールパイプを伝わって，温度測  

定用端子を滞らし，散水された水の温度を表示したので  

ほないかと考えられ，散水による冷却効果を検討する場  

合は．このような測定上のミスがなかった軌魚◎におけ  

る成統を用いるのが妥当と考える。測定◎の成続からみ  

て散水によるトンネル内外気の冷却効果はそれほど期待  
できない。  

（2）舎内の気温   

舎内気隠の日変化ほ，図4，5．7に示したとおりで  

あり，トンネル内冷気を送風した試験区にあっては主と  

して午前8時濫外気温より低くなり，対照舎における午  

前9時に比べて1時間早く，午後3時～5時頃までは外  

気温に比べて低い気温を示し，日中最高気温時で外気温  

に比べて平均3．1ロC，対照区に比べて約1・50c低くなっ  

ている‘、これは昭和46年に試験した非送風時における結  

果1丹こ比べて，実の密閉度が商いにもかかわらず，外気  

温と約2〕c対照舎（区）に比べて約1Pc低くなり，ト  

ンネル内での外気の冷却および送風が¢宇内温度の」二界  
を抑制していることが推察されるゥ しかし 放水による   



斉藤・名倉・永田：ケージ鶏舎の環境制御  

図7 舎外を0とした時の舎内との気温差  
＊上段 昭和48年8月8日，8月9日  
下段 昭和49年8月4日，8月5日  

トンネ／レ内外気の冷勾l効果が舎内におよはす効果は図4  

からはほとんどみられず，散水中の気温の変化を10分毎  

に調べその状態を示した図6についてみると，トンネル  

内の外気温は散水開始と同時に下りはじめ散水開始30  

分後（散水終了時）に散水開始時濫比べて1～1．50c下  

って最も低くなり，散水中止とともに上昇している。一  

方，試験区の気温は散水終了時に一時的に0．2～0．30c  

低下し，僅かに散水による効果があったよう忙みえる  

が．全体的にみると．舎外．対照区も同じような気温の  

変化を示しており，その効果は不明確であった。   

試験区内の気温の水平分布についてほ囲8に示す測点  

④～（9の㊥－1号について測定し，表2に示した。この結  

果，試験区内でほ（軒で32、50cとやや高い値いを示した  

が，の測点も31－9～32．lOcでほとんど差は認められな  

い。  

卜 しl  
t三）  息  

トニリ互一」ご三  

図8 測  点（単位即）  
＊測点⑧，⑨，④は地下145皿のところ   
送風管の吹出ロの方向は下向又は斜め下向   
のどちらか一方づつで測定   
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蓑3 試験lメニにおける気～嵐と風速の垂i「〔分布  

（吹出l二1斜450F向）  

衣2 こ試験区における気乙温と風速の水平分布  
（吹出l］斜45C下向）  
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ホ測′遅日時 S48．8．28 P．M：2特   
大  恢 ほ れ  

30 P▲M：2時  

舎   外 43．OJc 試験合■い央 32．0しC  
試験区中央 30．OCc  

合   外 48．OJC  

試験舎中央 32．5Cc  

訳駈区L】1火 31－0こC  

また，兼良分布について札測点⑦－⑨のj，1㌘．  

⑳，61，Fについて測定し，表3に示した。この紙月ミ，  

℡で31〇cで他の酢点に比べてやや低いほかほ31・9～  

32．5Ccであり，ほとんど差は認められず，昭和46年の  

試験における垂直分布l〉即ち，床面から天井に向かって  

順次気温が高くなるという分布にはならず，鶴のいる中  

段の気温がやや低い傾向を示している。このことほ．後  

述する換気輪造からみても通常状態では舎円上部に気温  
の高い空気が開超するが，これが送風により濃押さjl，  

床面へ吹きつけられて，舎内での空気の滞留が少なくな  

ったためと推察される。   

以t二の綴兇 鶏舎の断熱摘造化に加えて，地下トンネ  

ル内で冷却した外気の令内への送風ほ舎内温度の上昇を  
抑制する．．l∴から，また．気温分布の均一化の面からも効  

果が期待できるものと思われる。   

今後は．丑合の容積及び勢の収容密度と地下トンネル  

の冷却能力との関連を究明しながら鶏舎全体への応用を  
検討してゆきたい。  

2・気   湿   

気湿については，図8に示した測点⑦，⑩の⑩と舎外  

について測定し，回9に示した。その紆男気湿ほ試験  

区，対照区，舎外の順に高く，一般的傾向としては各択I一  

点とも気温の上昇にともなって気掛ヱ逆に下降し，日中  

般高気温時にほ，最も低くなり，夕方から早嘲にかけて  

の気温の下降にともたって気湿ほ詣くなっている。  

試験lヌニ，対凧糸ニの比較をした場合1日小10時～151榊こ  

おいて，試験区は対照区に比べて相対湿度で10％前後頂  

く，その測定値ほ75～83％である。こ九を絶対渾度で比  

瞭すると試験区は0・0205～0・022kg／kg，対照区は0・019  

～0．021kg／kg，舎外は0．O183～0，022kg／kgとなり∴試験  

l克と対照区の間には大き）ヒ茄はないと二考えられる〔，しか  

し，試験区は夏季高温時の逓湿と考えられている相対灘  

姥で60～70％を越えており，鶏体からの放熱作用が抑制  

されるので，密閉度の拓い鶏舎，収容率の高い鶏舎で  

ほ，換気の重要性を示唆しているものと．考えられるい な  

お，：太mら瑚も夏季高温時においては気湿と通風が兼  

卵率に大きく形轡することを報告しており，気湿を低下  

させるには通風に配慮する必要があるり  
3・風   速   

風速については，l宝18，10に示Lた測′動こついて調新  

し，衣2，3，4に示した。その結果トンネル内では舎  

外の風速にほはとんど関係なく1．20”ト50m／sec と■  

定であったゎ   
表4についてみると，直径約50emの送風矧勾（8札蕉l）  

の風速ほ測点A（2．6m／sec）からC（0．22m／sec）即  

ち送風機に近い所から遠い所へ向かって次第に弱まって  
いる。ただCで匝端に風速が弱まっているのは送風管の  

先を結んであるため，はね返って釆た逆方向の凧で互に  

風速を打消し合ったためと考えられる〔そして．90cnl間  

隔に設けられた匿径約9emの吹出ロ（この陽合吹椚口の   
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表4 風 速（単位：m／SeC）  
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図10 風速の測点（単位：em）  

方向はケージに直接吹付けるよう真下に向けてある）の  

出口（測点2）で軋 7′）S mノsec の強い凪が吹出さ  

れており，吹出口中間のケージ周囲の測点D，E，Fの  

3～10では0．1～0．6m／sec位の風速であったのに対し，  

吹出口真下のケージ周囲のうち測点A，B，Cの3′→4  

ではそれぞれ4′）6■7m／sec，2．5m／sec，0．9～1．3m／sec  

と強い夙を示すが，7～10でほ0．14～0．46m／sec と弱  

∴ －＼－、、  
S4臥 8．25，A．M lO；30  

あ め  
23．80c  

S－E  

O．70～1．50m／sec  

＊測定日時   

天  候   
舎外気温   
舎外風向   
舎外風速  
トンネル内風速1．25～1，40m／sec  
洞窟器具 熱線式風速計（口舌S－101型）  
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表5 鶴来の水分（49年）  
‾’  

こ二∴、頑可意表盲蒜盲諒l嘉遠訂表  

い風を示し，ケージ周閏の風速分布が非常に不均一であ  

ることを示しており．吹出ロからの1m／sec以上の夙が  

直接当る位置にいる熟ま，鶏冠の萎縮と産卵率の低下が  

認められた。このことは．赤木ら隼が0．8m／sec で1往  

復15秒周期の送風が夏季の産卵率の向上，軟便の防止に  

役立つとした報告，また，小田引が1m／sec以上の送風  

は産卵率に悪影響を与えるとした報告，森野ぃが鶴の生  

産環境上から0．2～0．6m／secが烙適で2m／sec く【らい  

までは許容されるとしたことなどから考えて当然の結果  
と考えられ．その後ほ吹出口の方向なケージ襲例の東壁  

に向け斜め45皮下向とし．強風が直接急に当らないよう  

にした。このように吹出口の方向を変えたあとのケージ  

周囲の風速分布は，表2，3に示すように0．2′〉0■7  

m／secと親の生理上適当な風速となり．後述する換気輪  

道からもわかるように，空気の滞留も少なく良い環境と  

なった。舎内の除湿および為体紅壊する空気を動かし体  

表面と空気問の熱の移動を有利にし，体表面からの水分  

の蒸発を促進する効果をはたしているものと思われる。   

また．太田ら抽は鶏舎内の通風率と産卵率との間に  

は高い相関関係があることを報告しており生産性の上か  
らも風ほ景要な役割をはたすものと考えられる。  

4＿ 換気輪道   

換気拾遺については．線香の煙を用いて観測し図11に  

その結果を示した。   

送風管の吹出ロを45度斜め下に向けたことにより周辺  

の空気は東壁にあたってまっすぐケージ裏の床面へ下  
り，次いで床面に沿ってケージの下を間仕切りのベニヤ  

楷忙向かって流れ，その一部はケージ前面で上方に昇る  

捜二二二二！杢 汁、‥－、∴∵・ご「一二・㌧∵、子二・†・二 て  
モ  
27．6   

28．2  

28．6  

％  
68．3   

72．3   

74．7   

79，6   

72．4   

70．5  

試 験 区  

試験舎中列  

試≡換舎西例   

対 照 区  

対照舎中列  

対照舎酉列  

測定日時  

天   候  

舎外資乙混   

合外気湿  

昭和49年9月6日      午後1時  

はれ（うす裏あり）        290c  

昭和49年9月7日  
午後1時  

はれ（うす雲あり）  

3lOc  

62％   
69％】  l  

＊○測定革具：赤外線水分計（ケット科学F－1B塾）  
○測定に用いた鶏糞は各測定場所中央部の10羽の排  
泄直後の糞を混合し，そのうちの5gを試料とし  
て用いナ＝   

（〕気温，気湿はオーガスト乾湿温度計にて測定  

が大部分はベニヤ板に沿って上昇しその大部分はベニヤ  
板と天井の聞から排気され，一部は送風管の1こ側を通っ  

て再びもとにもどっている。   

前述の風速の項でも述べたように，舎内各部に平均に  

凪が流れ，空気が滞留することもなく，舎内の気温の分  

布差も表2，3でわかるように小さく．気湿の分布も同  

じようなことがいえる。  

5．鶏糞の水分   

鶏糞の水分については，試験区に対する送風時と非送  

風時について調査し，表5にその結果を示した。   

絵の収容密度および鶏舎容積の等しい対照区の鶏糞水  
分を100とした場合に試験区の鶏糞水分は非送風時で  

99．4とはぼ同様であったのに対し，送風時では85．8と低  

くなり，軟便の発生が実効幅射湿度および通風との間に  

高い相関があり，気温および絶対湿度との間にはあまり  

関係がないとした太田ら一〉の稽告，送風が鶏の飲水皇を少  

なくするとした赤木ら5〉の報告および昭和46年に輩者ら  

‖が試領した．鶏舎各部の表面温度の測定結果から断熱  

構造に改造した試験鶏舎の方が輌射熱の侵入が対照鶏舎  
に比べて少なかったことなどから考えて，本試験の場合  

も断熱による頼射熱の侵入防止とともiこ送夙の実施が鶏  

糞中の水分の蒸発を促進し．舎内気温の上昇を抑えるは  

かりでなく，鶏の飲水量を減じ，ひいては糞の水分減少   

60  

図11換気輪道（単位：（畑）   

■測定場所 試験区中央  
測定日時 S48．g．1 AM．10：00  
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表6 産 卵 成 績（昭和49年）  

ミー∴－－、、  区「＼期日  

叫卦よ、1二  

9月1日   

／・一5日   

11日l16日  

”15日～20日  

21日   

′－25日  

羽  数   42   

210   

154   

73．3  

①
送
風
試
験
区
 
 

延 羽 教 215  215   

1（；2   

75．3  

215   

149   

69．3  

産 卵 数l  

－トミ・い・  

36  羽  
2 羽死   

l，430  

988  

69．1  

168 羽  
2 羽 死  

6，015  

3，478  

57．8  

165 羽  

5，940  

3，359  

56．6  

（蓼  

対   

区  

延 羽 数  

産 卵 数  
産 卵 率  
（H・D）  

170   

109   

64．O  

166   

830   

466   

56．l  

69．7」 71．4】  72．6  

羽   数   
延 羽 数  

産 卵 教  
産 卵 率  
（H・D）  

；：：弓1，こ：；  ㊥  
試   

験   

命  

（
鶏
の
移
動
）
 
 563  56．2  

4S6   

58．2  当
 
 
 

5
 
 

6
 
 

5
 
 
6
 
 

1
 
 羽   数  

延 羽 数  

産 卵 毅  
彦 卵 率  
（H・D）   

－い∴ 

5 

一  

165   

825   

510   

61．8  

（
鶏
の
移
動
）
 
 ∴ 二、、‾ r 60．1  59．2  

に関与し．軟便の防止に有効であると考えられる。   

また，このことほ舎内の除湿，防臭，昆虫の発生，短  

ふんの舎内乾燥との閑適を示険しており．今後の研究課  

題として検討を加えてゆきたい∩  
6一 席 卵 軍   

産卵翠については．予傭的な試験として昭和49年8月  

l日から9月10日まで41日間について試験し，来6のよ  

うな結果を待たが，試験区分①，㊤と㊥，④の問では供  

試鶏の銘楓 単位両横当りの収容羽数がことなるため，  

①，＠と動 ㊥の間の比餃はできたいので，①と＠の  

聞，旬と④の問についてその成苗を検討した。その結  

果，①と④すなわち．試験親舎内に設けた送風区と対照  

鶏舎内に設けた非送風の対照区では．両区とも面椚が  

28．35打ぎー刊叉容羽教訓羽のうち同一銘柄．同一ふ化の粂  

件の揃ったものを抽出し比較すると，試験期l司中の平均  

産卵ヰ三は試験【真二が71－4％，対照区は69，1％で僅かではあ  

るが試斡区の力が良い成択を示Lた。   

また，旬と④すなわち試験舎（面相62・37nf，168羽収  

容）と対照舎（面積62・371右165羽収容）のl計では，調  

査期間中の平均産卵率は，試験舎で57．8％．対照舎で  

56．6％と試験舎の方が良い成約を示している。なお′④，  

④区の産卵率が50％台と低いのは8月1日に鶏を移動し  

たことによるストレスが主な原因と考えられる。   

鶏舎を断熱構造にし送風を栗施した試験区および断熱  
構造の試験舎の方が対照区，対照舎に比べて良い成宗l’（を  

示し 昭和47年に試験して得た稽果1】と似た成績である  

うえ．送風区と対照区の産卵率の差が，試験禽と対照奮  

の差よりも大きいことなどから考え，鶏舎の断熱化 地  

下トンネルを脚一、ての冷却外気の舎内への送風（0．2～  

0．7m／se（：〕カミ笈ゝの席卵に対して良い形響を与えたものと  

考える。   

以」二の籍兼から，今後の計画としては．舎内臭気およ  

び塵挨の飛散軌L，含内細菌および昆虫との聞取 鶏ふ  

んの舎内乾燥など公醤防止の対策も加味し 郡市型親行  
構造の検討を進めてゆきたい．，   

なお，Jl∵試験の実施にあたり．多大の御楕j軌 御援助   
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ないただいた，東京捜工大学農学部の凍【1］教授に対し深  

謝の意を表する。  
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